
主題：―神の素晴らしさを現す生き方―                  2021/７/７ 

目標：―神の子とされた者は、神の栄光を現す生き方ができることを知るー         キリスト伝 
                                                         Ⅰガリラヤ伝道⑩ 

         ｢山 上 の 垂 訓 2｣    マタイ５:13～42 p7 
 
 

 ｢山上の垂訓｣の狙いは、その人が何をしたかという：doing ではなくて、人の本質、心にあ

るものは何であるかの：being である。しかし、旧約の律法も世の道徳も、もちろん日本の法

律も doing。行為により起きる外に現れた現象を裁くものである。だから、相手を殺さなけれ

ば人殺しにはならない。心の内に憎しみが滾
た ぎ

っていても、何を思っていても行動に移さなけれ

ば罰せられない。しかし神である主イエスは心を見られる。人の本質、心にあるもの：being

を問われ、罪を犯す原因の汚れた心の奥底の闇を問題視されるのである。 

主イエスは異性を見て、情欲をたくましくする者は、姦淫の現行犯であるとまで言われる。

非常に鋭く厳しい目で見られているが、私たちが心を刺され、主イエスの元に行くなら、主イ

エスの十字架の福音は闇を追い出し、聖め、人の心の本質を聖霊により変えて、律法にかなう

者にする力がある。主イエスは人を新しく変える方である。 
                             
 

  [聖書の学び]                                    

Ⅰ、神に喜ばれる地の塩としての生き方   （マタイ５:13） 

地･･･地域、社会 

塩･･･腐敗を止め、保存期間を延ばす。 

   素材本来のものを引き出し、守ること。           
                       

１、塩は私たちクリスチャンではなく、イエス･キリストである。 

(塩は溶け込むと姿を消すが、塩の効力は周囲に溶け込んだとき、効力を発揮する。) 

 

主イエスの聖霊は私たちに、溶け込み、効力を発揮する 
↓                                       

   心を新しく変え、神のものとされる 
               ↓     
    神の国の生き方ができる･･････世の腐敗を止める塩の働きができる         
                    

２、神の前での、地の塩としての具体的生き方 （マタイ５:21～37） 

①怒りや言葉で人を傷つける者 ･･･最高法院＝神の前のさばき、火の燃えるゲヘナ 
(v21,22) 

 

②神の前に出て、聖霊により罪を思い出させていただいたらどうしますか？ 

                                                        (v23,24) 
                    
③自分の過失で訴えられてしまったとき･･･ 早く和解する、謝る。 (v25,26) 

 
 



  ④異性に対して情欲を持つ･･･ 神の裁きは、火の燃えるゲヘナである 

      ↓    v29,30＝ゲヘナに入るぐらいなら、目や足を失った方がまだましである。 
                                  

姦淫をしたのと同じ--- イエス・キリストの十字架の赦しをいただき、聖めて頂く。 
 

 ⑤誓ってはならない･･･天も地も自分も神によって創られた神のものだから。 
 
   ↓     （自分の正しさを証明するとき、自分で物事を成し遂げようとするとき人は誓う） 

神様のみこころに委ねる。明け渡す。（１ペテロ 5:7 p471） 
 

Ⅱ、神に喜ばれる世の光としての生き方   （マタイ５:14） 

世･･･神を認めず、知らない。神を受け入れない人の心。地域、社会 

光･･･闇を追い出し、闇に隠されていたものを明るみに出す。隠せない。 
       

１、光は私たちクリスチャンではなく、イエス･キリストである。 

(光を受けると照らされて、ヨゴレが分かるが、ヨゴレを取り除けば、反射するようになる) 
 

主イエスは罪を照らし、十字架により聖められ、新しくして下さる。 
↓                                       

  主の光を反射するようになる。（v15） 
               ↓     

  山の上にある町のように隠れられない･･････周囲を照らす＝良い行い（イザヤ 58:10 旧 1267） 

 

２、神様を当てにした、世の光としての具体的生き方 （マタイ５:38～42） 
                               

① 復讐してはいけない。悪い者に手向かわない。（v39）                      神様が 
もっと良く 

② 取られても、取り返してはいけない、かえって、もっと上げなさい｡（v40） して下さる｡ 
 神様が喜ん     

③ 強制的にさせられたなら、かえって一緒にもっとして上げなさい。（v41）    で満たして 
下さるから。 

④ 気前よく与え、貸してあげなさい。（v42）                              （ローマ 8:32、 
                                                                                          １テモテ 6:17) 

 

神の家族への赦しと期待                 ―小牧者出版「幸いな人」2019.2月号、抜粋― 

経理のジェーンは、会社の経営者で信仰深いカールスがキリストに導いた中の一人でした。

ある日、会社の資金数千ドルがなくなっており、帳簿に偽装工作がされていました。カールス

には明確な証拠があり、ジェーンを呼んで話しました。彼女は泣きながら認め､告白しました。

警察に通報され、解雇されることも覚悟していました。しかしカールスは二度としないと謝っ

て約束し、毎月100ドル返すなら赦すと言いました。彼女は貧しくて、毎月100ドルのお金は

とても返せないと言いましたが、カールスは「大丈夫！今月から、あなたの給料を100ドル上

げるつもりです。私はキリストによってあなたの人生が変えられ、祝福されるのを見たい」と

言いました。ジェーンは会社に残り、キリストを愛し、人に信頼される社員となりました。 
  

* ディスカッション （心を開いて話し合ってみましょう） 
 

Q．今日学んだことについて、思うこと、教えられたことを、分かち合いましょう。 


